
傍聴者数

鈴木下水道部長

下水道施設課：竹村参事・真間主幹・一ノ瀬補佐・関野

　　　　　　　浅井辻堂浄化センター長・加藤大清水浄化センター長

２　「湘南ふじさわ下水道ビジョン」第２期アクションプログラムの策定について

３　その他

　（１）藤沢市表彰の報告について

　（２）台風第２１号による被害について

【質疑】

出席者

事　務　局

大岩　英一・川田　兼子・木村　安代・須田　千亜希・永島　柳子・布川　晃

　　しとなるのか。

　③放射性物質は、外部からのもの（東北で発生したもの）の処理をしているのか。
　《回答》市内で発生した下水汚泥の処理です。

　④藤沢市では、事故前の放射性物質の数値は把握していたのか。
　《回答》事故前は測定はしておりませんが、県の流域下水処理場において、事故前の焼却灰
　　　　　サンプルがあり測定をしたところ、放射性物質は検出されなかったと聞いておりま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（すべて公開）

　　　　　す。

　　　　　財源として、全額取り崩しております。平成２８年度は５億円、２７年度は６億円、
　　　　　２６年度は１億６千万円でした。

　⑤減債積立金はどのような性格のもので、規模はどのくらいか。
　《回答》減債積立金は、収益的収支で生じた利益を積み立て、翌年度に資本的収支の補てん

　②東京電力の賠償金はいつまで続くのか。期限がある場合は、それ以降はどのような見通

　《回答》東京電力の賠償金は、震災前に下水汚泥を処理していた経費と、現在放射性物質
　　　　　を含んだ産業廃棄物の処理の経費との差額を請求しております。現在も放射性物
　　　　　質は若干含まれており、引き続き請求を行ってまいります。

　《回答》経営指標の公表の際には、これらの指標を分析し今後どのように健全性や効率性
　　　　　を確保していくかなど、コメントをあわせて公表をしております。
　　　　　議会では、監査委員から提出される決算監査意見の中に、経費回収率等がござい
　　　　　ます。

　①経費回収率が１００％を超えているが、下水道使用料の改定は必要なかったのではない
　　かなどと、指標の数値の説明がないと誤解をまねくと思われる。指標は議会にはでなか
　　ったのか。

審 議 等 の 概 要 １平成２８年度藤沢市下水道事業費特別会計決算について
　・資料１に基づき、収益的収支及び資本的収支の決算値、経営指標について説明。

《議題》

会　　　長 神田　務

委　　　員

下水道総務課：武井参事・齋藤主幹・近藤主幹・指簱補佐・佐藤補佐・林補佐・小川補佐

　　　　　　　小野寺専任補佐・矢口・村田・松本・吉原・野本・三澤

下水道管路課：張ヶ谷課長・坂口補佐・坪井補佐・鈴木補佐・山口

議題及び公開・
非公開の別

１　平成２８年度藤沢市下水道事業費特別会計決算について

　（３）辻堂浄化センター管理棟建設工事について　　　　　　　　　　　　　

非 公 開 の 理 由

開　催　場　所 藤沢商工会館ミナパーク５０２会議室
０人

   会　議　録　要　旨

会　　議　　名 平成２９年度　第５回藤沢市下水道運営審議会

開　催　日　時 ２０１７年（平成２９年）１１月２日（木）午前１０時～午前１１時３０分



【質疑】

　（１）藤沢市表彰の報告について

　（２）台風第２１号による被害について

審 議 等 の 概 要

　　　　　ないという解釈をしております。
　

　《回答》賠償金の請求は、事故が起こり放射性物質が下水汚泥から検出されたことにより
　　　　　下水の処理に余分なコストがかかった部分を請求をしております。
　　　　　数値の基準としては、従来の処分業者が受け入れ可能とする値として、安定的

　　　　　支払遅延による金利に関しては、事前に東電が行う内容精査に時間を要しており、
　　　　　その後合意をし請求となっていることから、支払遅延には該当せず金利は発生し

　《回答》アセットマネジメント、ストックマネジメントの必要性については、第２期アク
　　　　　ションプログラムの中にも明記しておりますが、より市民の方にわかりやすくお
　　　　　伝えするよう、丁寧な説明をしてまいります。

　⑦コラムや用語解説が加わりすばらしいものとなったが、藤沢市が将来の再整備を予測し
　　た対策として、アセットマネジメントやストックマネジメントに取り組んでいることを
　　一般の人にもっとわかりやすくしてはどうか。

そ　　 の　　 他

２「湘南ふじさわ下水道ビジョン」第２期アクションプログラムの策定について
　・第３回審議会での意見等を踏まえ、第２期アクションプログラム（案）を策定し、変更点、
　　追加内容等を説明。

　⑥東京電力の賠償金請求は、震災前と震災後の放射能測定値が比較できない状況でも請求
　　し続けれるのか。また、賠償金の支払いまでに日数を要しているため金利の請求はど
　　うなっているのか。

　（３）辻堂浄化センター管理棟建設工事について　　　　　　　　　　　　　
　　　辻堂浄化センター管理棟建設工事が平成３０年２月末日に完成予定で、４月１日から
　　　業務開始予定であること報告。

３　その他

　　　当審議会の審議委員を努められた酒井氏が一般表彰を受けられたことを報告。

　　　台風第２１号による江の島西ポンプ場の被害状況及び復旧状況を報告。

　（４）山野神雨水貯留管築造工事の見学会について
　　　工事現場見学会を１２月頃開催予定と報告。

　　　　　に１キログラム当たり１００ベクレル以下という基準が目安と考えております。


